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集演講學科縣獄

問場のる當　 りを一課　 絹見踏ま
題合汚べ編精な蓬髄し精で出込し御
が以着き本練く當精た練あしんて承
重外物か來とてrc練方とりので生知
火一あ等との云罰しとがXま様お縣の
なまは云性ふ蝕てい適ふすな話と通
，のリセ吏質こ爵優ふ當語か下致かり
で意リ絹をとαa良こではらにす絹私
あとシ紡損がのなとあ野庇少と織は
　　　　　　　　　　Hコリすン原傷す方るはら巨のし云物絹
まる油料せでが成材うeq精述ふとの
しに質にすに適品料と亀練べこか糟
　　　　　臓足物於に期當と絹いと論るとい練
こらがて除のとなよふかがこはふと
れな取は去如思すり設U自と出方云のいれ特すきはとセが曹らに來面ふ
解こさにる意れいりあヨ生致まのこ決とへ油と昧るふシリ霞．綜しせ精と
がですのい瞥か意ンま面やたん練は
つあれ間ふあらでのすと絹いぜは少
きり嘆題こるであみがか織とこあし
まま自がととありな淘い物思でまや
すす然重＼すりまらにふのふ今りつ
れ特同大油れます室謂雷精の日手て
ばに時でとばすか油あ葉練ではを居他絹にあ稽冥゜ら質りににあ不掛り
箸黎蔚皇苫塁庭黎患箪異茎募写享
然料す問るな　葺他ふS通究な居瑛
とのる題玉る　 昆汚のあの併がりま
解精もにも攻　轟着でり貼しらまだ
蒙警雲撃窪詣塁黎曹享窒黎懇寛ぐ
つteある如題　轟適まがる絹原か研
くいりと何は　。當す寧と紡料ら究とてま思にセ　、mpに療ろ思原ez翼の
いはしぴしリ　等除ぜじdぴ料謝の途
ふ油てまてシ　 で去と監まもし方中
揚質特す取ン　はしい冒・す同て面で
合物別其りを　物こふpa°じ上まあ
がのの他去適　足れにと　くのでり

・…－102　一一一・



論練精懸絹
しし　 シ作溶” W政解顯’　　も多
く實先ソを解即ざて膠微元　　 蝕い
な際づを加邸ち．aしw鏡來　　 にの
b．問第膨ふち上ぎて整にセ　　あで
一題一化れ解述acは器’てり　　　るあ
OvEにせぱ膠のでフの見シ　T　のりGし高し？現如あイ号れン　　でま
庭匠渠芸陰祭≦茎ζ巴繕馨セ嘗零
於不にが幾起り・イ水で・？　ま日
て可作上分るシイン中あプ　ン　すの
はで用にの結ンブはにるロ　ニン　゜講
　　　　　　　　　　v　　　　　　　 Aかあせ解セ果がロ何散之イ糸糸演
な畳し膠りで禰ζ等eSLを亥膠　　に
蕃砦覧鑑ζ勇灘罪暴与漿警biS　撃
し撰と法を妬か可化絹にas解　　他
い氏云を去のら逆を繊て周　膠　　の
併九ふ講る膨離性受維庭擾　に　　事
し○とぜこ化脆膠くよ理に就項一婁とねとがす質るりす粒　て　　に
O以でばを充る7こ離れ歌　　　比
o下あな得分の舅と睨嘆組　　　し
度温つらるには9．はす容織　　　 i幾

　　　　　　．　rnで度てぬが行先謬なる易を・　　分　　つ　　　　　ら　　　　　　　 H
一は低此短はつΦいもにな　　　 油

時全温の時る其9ビの水し　　　 の

　　　　　　　w間部を方聞れのiれでをて　　　　問
位撒以測でば膨山セあ吸附『　　題
趨丞て奈そこ化たり盈入着　　　 を

理位し何のれ現るシ然しし　　　廣
しかてと大に象がンしてて　　．　く
てらはIXt部洗をたがな膨存　　　深
も解甚ふ分漁第め可が化長　　　

く

約膠だにをと一で逆らし此　　　 述

主作し　去云行あ性かmの　　　 べ

3用く　るふ程る膠N器状　　　 ま

のが時　 に機と゜質る・貿態　　　 す

セや闇　 は械」　閑操絡は　　　 る

リSを　セ的次　卑作に度　　　所シ著要．　リ操で　等をは外　　　 以

＿103　一一噸



集演講學科綜雄

国るラ繊て　 くくをに　以シ　さソ
暑ぱウ維居蚊虞と蓬な元てン加しを
”かジはるにあもすつ來帥を歴て溶
望りネ鯛も注る生るて絹ち除罐も出
「「でス塵の意か縣こ居繊黒くヒセせ
となピたがすら等とる維上こ8りし　　くつ　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ゆ

云く舘めあべで上が併鹿りと蜀シむふ紡E’にるきあ等出しi理腰が毒ンる，　　　　di

術績醗損がはる物來Ptに弱出をのに
激原の傷蒸絹oにる0はと來用溶過
し料現せ汽懸　 は此封如なるゐ出ぎ
きに象らを糟　賞の度何る併て量な
煮あをる少練　 用方以なかし一は喚
沸　り　衷蕊　し槽　　は法内’る　らた三其三
はてはこ激の　 さに帥揚實と○の時
織はしとし加　 れよち合際へ度割聞
　　　　　　　　　　　　　　維屑強なく熱　 てる一一一Lにに出約に位
をや力し臓法　居糟○もは來三塒虚　　　　　　　　　　　し短をと出は　’ぬ練七一慮て○加理
て繊損せせ過　様法「三用も封しす
互維すすし熱　でを八〇出か度なれ
にt多るとむ蒸　 あ特度度來X煙iいば継く等云れ汽　　るに位以ぬる疋e約
れ歩諸ふば三　 蓋水な上故高て　⊥
し留多こ徹○　 し練れのに座三　

2

めりのと令1　前法ば高よ法○　溶
所を害で虚五　述と左温りは分　 出

謂害をあ底○の唱程を低絹聞すpaす招るあ封　如への用歴繊塵　るゑ　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
？るくEPり度　　くて被ゐで維理　　去
：こ其ちと一　底居害て行のす　

り

舞とのた雄三　　黒るなはは弓輩れ　　な
をに結めもO　 味併く絶ね性ば　 が

形な果に此i　腰し簡勤ば色殆　
ら

成るは絹の一　弱此輩不な澤ど　一せ゜ ｬの高四　等のに可ら等大　暦
しか品色熱O　 の水精とぬを部　 長

めSが澤蒸度　結練練衰゜損分　時
　　　　　　製る不を汽を　果法のふ　すの　間
綿絹良害に用　 をは目ζ　るセ　作
にをなし絹ゐ　招少的と　をり　用

一一
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論練精縣絹
基セ膨に便ンる　用液をで冒　汽際
づリ化もの及か然もを助あす次をし
くシ井係イぴとら加以けるれに以長　　　　　　　　　　　レのンにらオ金云ば算てる此ばセて毛
でに解すン麗ふ解し一も等酸リす少　　　’あ謝膠セ、にイに離て○のの及シるく
るしにリ於オ實しのOでイびンを短゜て劃シてンはて結度あオアの可毛
　水しン著に｛然水果に愚ンル膨とを
　酸てにしよら素なて余は力化し多　イ　　ニ　　拳F　v・　　り　　す　　イ　　　り　　一　　嘩｝萎　左亟　　リ　　及　　濾　　力、

　　　　　　　　　　オ・債しのてしオ　時のめ1びしら
　ンのてではてン　聞實ての解きし
　と力割あ全此叉　庭験少作膠煮む
　反ル合為く等は　理に量用を沸る
　封シに例反の水　す縁むで容は原
　のウ膨へ勤イ酸　れれし．あ易何因
　記ム化ばのオイ　ばばろ教なれと
　號イ井苛作ンオ　殆幽痕故らのな
　をオに性用とン　ん酸跡にし場る
　　　　　　　　　　　　　　　■　有ン解石を相を　ど又とアむ合故
　すの膠次な封IEI　歪は云ルるにに
　灸強作Oししす　く苛ふカもも加

　陽作少t°リ離皆　 シ1て練水“をは
　性用なのシす斯　 ンダも法i素避直
　のあ喚如ンるく　をの非のイく接
　多るこきの反の　除如常如オペ蒸
　便にれは解i樹如　 くきにくンき汽
　イよ水栢膠のく　こをセ酸及でを　　　　　　　ロ　オる酸當を電よ　と用り精ぴあ以
　ンもイ強妨荷く　がゐシ練水るて
　ののオいげをセ　出れン法酸゜す
　強とンアる有リ　來ばのもイ　 る

　き考のル特すシ　る其膨亦オ　 よ

　　　　　　　　　A　凝ヘセカにるン　 翠の化成ン　
リ

　固らリリそ酸を　に1井りで　も
　作るシ1れ根除　水300に立あ　間　　し　用帥ンながイ去の規解つる接　　　　　　　　　　　　　’　にちのる多オす　作定膠の換　蒸

噛一一105－　　　　　　　　　　　’



集演講學科綜餓．

ゐがり以’ @　し　』　　Tにン’
らあてて斯1 @て此　併　ダ於の故
るるはアく　　強の　 し　のて解に
sか或ルの　　　き水　　o・1解膠反
8轟集賀舅暴麗撃§謬暑一1一環籍鷺
に類酸1水十。o作オ＋不鱒○ユ用弧を

に絹賦所ン　　覧溶　の　液で勿一
各糟或以に　　珪液　 様　 にあ論慣
々練はと謝　　酸を　に　てる以で
特にフなし　　ソし　攣　葡交上あ
徴用イる℃　　 1て　 る　 したのる
をゐブの其　　　ダァ　　゜　て炭如苛
與らロでの　　にル　　　此酸き性
へるイあ膨　　就力　　　等ソー加
発Nンゑ化　　　てり　tt　が1酸m
　もに作　も1　 解ダ鞭苛
eの’ ﾋ併用　　　同性　　　　離等基性
れ戦ししを　　様反　　　すも中曹
は自臓そ有　　 で憲　　　 る此に逮
王ら特のし　　 あを　　　 とのてブ
と少殊ア次　　る呈　　　き作もン
し数のルで　　 ゜せ　　　 は用其モ
てに悪力之　　　 し　　　次はの3
陽制いりれ　　、　め　　　 の相解ヤ
ィ限作1を　　　亘　　　様當離水
オせ用の解　　　 つ　　　 に張度等
ンらを陽膠　　　セ　　　なくのに
又る有イせ　　　り　 、　る凡大於
はるすオし　　　シー　　　のぞなて
水通るンむ　　　ン　　　で苛るセ
酸常もにる　　　 に　　　 あ性もリ
ィ用のよを　　　封　　　 るソのシ
　　　　　　　　　　　　0　　　　　　－106＿
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へか爾者か用合　 規ぎ響遍ふびせン
ら又性がをはと酸定もせ剰る水る以
るは質解考微同のでのらにも酸場外
o酷の離ふ弱様セもなれ用のイ合の
　酸共度るでにリ別れるゐ矯オは共
　イに大・にあ作シにばかるフン自存
　オ與な璽る用ン大精らこイはら物
　ンふfる酸゜張解な練一とプセ別の
　のる爲の之き膠る液概はロリで相
　反結か解にも作支がに特イシあ違　作果交膠反實用障⊥はにンンるか
　用なは作し験・・は饗云注のを一ら

　響長鷺霞粟番疹墜越墾詮㌻吉葉碁

　る酸のきるagき　悪度聰よせをふ

　の用ン硫の鷺a　とをれ強同練で
　藤躍鱗潔　思肇匙鷺麓
　質は用酸がな臨　庵va用云ジ場＿

　考爲の前る作場　π如影も與及違
一107幽



集演講墨・科綜葱

ル及　作力をな強のき　あ反イン
シぼ斯用リ有軌く水峡斯る機ドカi鼓
ウすくあ1す結荷素一くか力に何に
ム影のるのる局電イ見のら旺し故考
イ響如こセイ容せオ奇如容盛てにふ
オのくとリオ易らンなく易とこ斯ぺ
ζ外論のシンにるのるセになれくき
マセす読ン共解s陽がり脱ガにのは　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　

ヤ

グリる明解存膠が性如シ離さ水如即
ネシとに膠すせ故電きン解な酸くち
シンき便にるらに荷もhは膠きイ同同
ウのはぜ封時るアの元陰すだtじじ
ム解普らし峡sルだi來性るにンくく
イ膠通れ一Zl－・－eカめ一itのの膨がセセ
オ其のる或方とりにりも噛で化吸リ夢　　　o　　　　　　　　　　　

，

ンのア　はは玉1忽シのあの着シシ
はもル　酸他なのちンでるたすンン
フの力　 根のる揚等本あ゜めれのに
イにリ　ィ作の合電來る　にぱ解籔
ブも1　オ用でと鮎にか　 各セ膠し
ロ大精　ンをあ同に有ら　粒り作て
イに練　に妨るじ逡す酸　子シ用杢
ン影を　よぐ゜くしるの　のンをく
を響行　 りべか各過陰た　 膠粒な性
著あふ　 或きS粒剰性め　 着子す質
しるに　ははる子のはに　力はかのくこ際　 金明二は水極は　 弛彊と反
粗とし；　薦なつ互素め釜　 緩くiゑ封
硬を水　イるのにイて々　し陰ふな
と推質　　オベ場強S弱凝　　て性にる
な知の　ン」合きンき固　互に）zl水
蔓す良　に之に反のもt　に荷禦素
色る否　よれ於擾たのぞ　脱電セィ
澤こ硬　 り、前て力めです　 離せリオ
をと軟　 強述夫をにあれ　 せ・らシン
害がが　弱の々有直る解　んるン及
す出翠　何酸反すちか’膠　 どsはびる來に　れ及翻るにらす　す結陰水
も為石　かびのこ陽越る　る果性酸
の又鹸　 のア電と性微が　 際互コイ
なカに　反ル荷Nに壁如　 でのロオ

一一＿108＿



論練精綜絹
せ　　　 しあはるンリ　あlj’一微こる
し　ア　　　　，と　る　特　゜塊シ・石る　し　な　と　こ

菊ル　　　云がに後をン鹸゜くり稀と
吹力　　 ふ石絹奢も粒の　絹となは
でリ　　論鹸味は之をセ　質錐ら周ヅ1　1工　ががにセれ被リ　を覧き知
ルの　　 よ表於リを包シ　悪セ若の
些セ　」韓　い面てシ被しン　攣リし事
解シ　に　と作他ン包其に　せシく實
膠リ　ア　思用ののセの劃　しンはで
宅ξル・ls髪寛縁i署玄lll径籍ill
む劉　力　　っヵとブ力除　もフ合゜
るす　り　　｛りはuを膠　のif物若
にる　1　　フ1少イ特作　でブ並し
あ作　に　　イ練しンに用　あロに夫
る用　よ　　ブ等異と弛は　るイasれ

力述　除・　ンのた着し膨　特弧合tc
yの　膠　　　をva現力め化　　にく物鐵
ユ如　　　　包比象をど作　　注吸のア
強く　　　被しと弛れ用　意着陽ル
くnE　　　保でしめをあ　せし性ミ
黙先　　　謹優てSJJ解る　ねてロ昌
尚づ　　　 すつ考落膠と　ばセロ＝t’
く共　　　、るてへしし同　 なリイウ
時の　　　こ居る易易時　らシドム
湘水　　　とる必かかに　ぬン等等1　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
長酸　　　 其此要らら石　 この存の
しイ　　　 ののがしし鹸　れ解す／
と才　　　 最理あむむの　 は1膠るオ
7Arン　　　 も由るるる保　 製をとン　サ　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
ふが　　　 大に叉ここ護　 縣妨き此
様セ　　　な就たとと作　にぐは等
なり　　　るて石に並用　於る假の
條シ　　　　原は鹸よにva　ての令も
件ン　　　　因r練るXよ　もみ其の
がを　　　　な二ののセリ　　然なの存
附膨　　　 る設成でりて　 りら量す
け化　　　べが晶あシぜ　ですはる
　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　－109＿



集演講學科綜慧

　も鑑量水た角見密りめりぱ次同定しに・め爆其る今なでで1解
表檬をたて逆にのに各るああの膠
ののな其よ流入實次種注るるセの　　　　　　　　　　　の　

o

域結す成く冷れ験のア意故　 リ外
績果に績洗却之法様ルをに叉シに
よを次並際器れはでカせ絹たン化
り示のにしをに白ありね練ア及學
見し様セ乾附二色る1ぱにルび的
ててでり燥し五上゜のなアカフの
次居あシしてO繭　絹らルリィ分のるるン窒煮（）．c．鐸　にぬヵ1ブ解
二庇゜を験沸の詣　樹゜リにロ作
三の別殆前水各1　す　1よイ用
項實表ん後浴種×　る　をリンが
が験太どの中濃葬　 セ　用てに俘
考は線大無に度浮　　り、　ふフ謝の
へ上の部水浸の8　シ　るイすふ
らの位分物しア護　ン　とブるこ
れ第置溶を数ルの　溶　きn作と
る一に出以回ヵ蜥　解　に6用嘆
゜項あして静リ及作典ンlq一
　にるた練に1び　用　のの其般
　於もる減掩溶汚並張性のに　てのEP量絆液物　に　度質一承
　述のちをしをを　 フ　及に般認
　ぺ鑑練鐸て加際　 4　び大蟹せ
　た塞減禺六へき　 ブ　解に白ら
　諸叉二しO加各　ロ　離影質れ
　多別ニー分熱風　 イ　し響にて
　のに％方聞中乾　ン　てあ封居
　事生前精庭水態　に　生るする
　項綜後練理分に　謝　すごる所「
　ををの慶しのてするととで　立以も液て逸五　る　陽は同あ
　謹ての申次散瓦　　影　　イ萌様亀
　しなにのにを宛　響　オにで蓋
　てし就窒微防を　を　ン述あし
　居たき素濫がと　調　等べるア
　る實絹を蒸んリ　ベ　 にたがル
　゜験懸定溜が三・て　嚴通たカ
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割　 こしはりど　 るに　 ガく　で　 目P

合石とか認よ大四作よミ酸；あ一ぢ
以鹸をしめく部セ用り同イ向るF
上は示苛ら耐溶りのて様オじ゜ル
に材し性れえ失シ…異成のン精　 力

用料て曹な護せンな品精の練　　リ
ふ繭居達給帥らはるの練作作　 1

と二i次規し濃雄のとにし封な　 通

はOに案フ度も位考相うすす　 に

無亥石邸イ欄ジ置ふme央るに　セ
盆濃鹸ちブにイにべが膠共は　　り
に度練QP於ブてきあ度存籍　　シ
近にに二ニイてロ示でるとイ練　 ン

給て於％ンはイしあ乏W・オ老　を
　はて溶は練ンたるれふンア　溶
　Q籔液後滅はる乏相を交ル解
　四字に者特共程フ異適はカす
　葱に相のにの度イな當未り　る
　以あ當濃大二のブると分1作
　上らま度と倍試uイす解に用
　使1：it　rcになの藥イオベ分よ　　あ
　用れ至於ら濃のンンし子り　り
　すたりて交度濃を及みあて　il’
　るるては亦の度溶びも反異　れ
　も事は既溶もに解来の作る　共
　精實著に出のてす解と用乏　通
　練よし腰窒に ）る離難のれ　 イ

　度りく無素も○と分も結はオ
　に結フく量あOXr一用果解　　ン
　は論イなもま度ふのゐと離　な
　大すブ軌特りndこフら考度　 る

　差れ・絹に溶時とイれへの　　水
　が鷹・f味増禺間でブたら相　酸
　な　 ンをすせ塵はロるる異　 イ

　Vl　が失とら響なイア゜す　オ
　故　溶つ云れ既いンル　る　ン
　　　　　　　　　　に　出てふす：に　にカ　1　の’
　此す居こか殆謝リと作
　のる奄となんすIN用
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もし酸油・原　工II　りだ璽峡は子を1容三三
繊て類と料　　シけ斗貼廉が精液％
維腿其は申　油　ンで上の便禰練な以
にるの脂に氣には等生で良剤る下

て此のグ材 奨　作來等と練を比もは
居等をリ料の用なのが後示較可用
るのもセの　除　にい外なのししなゐ
劣劣詮妾崇潅撃舗t2挨綾濤覧皇喜
に油をエを　　は油濁ら勢るる云と
殆質指ス問　　別氣ア瘍力他には酉
んもすテは　　項がル合のの到れち
ど之1のル実　　　vaあカに少も底て水
全れで9油　　於るりよなの石居の
部をあ饗と　　て一か1少くは鹸るみ
蝸繊掩窪．構　　迎ら練てて軍にがの
な維尚量せ　　ぺではは濟猫及王も
どにほ亀ら　　るあ不麗むでぶのの
よ附絹Nる　　 ゜る可猫こはも實と
農菅霧齢　 ）£擁麦農2讐垂
潤て績＆の　　　　るもは使な亦が
し居材゜°を　　　　祠可石用い之な
たる料以含　　　　 と能鹸の、がれい
もも中外有　　　　 なで練見右と元
ののににし　　　　れあの込鹸一一來
ととは此て　　　　ばる如は以致石
考合不等居　　　　他゜くな外し鹸
へせ蝋の盈　　　　　の覆にいvaての
てて化分併　　　　もし後堤て居作
差’考獄解し　　　　の絹日酸はる用
支へやにな　　　　　に紡に曹炭゜は
へね踊由が　　　　 は原油達酸　 Q
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　　　　及を　 ら引汚　 焼の工鷲な
　　　「び摘今なす染概品で1をい
　　　酸硫録順いるすしにはテ多特
　　　債酸す序゜もるてあ一ルx一に
　　　〉法れと　のも此り○浸に比
　　　＆に嘆し　．でののて％出含須
　　　蠕轟扁繋碧誌垂蒼奮吾
　　　9製は油　　゜かは1すよて繭
　　　　し小の　且も下払るり居霊
郡本郡小て諸組　つ精等○も粗る繭
是校山諸試嘩成　此練材％の脂か等
産産産燦験郡を　の操料あが肪らに
師蝸踊蛎に山述　油作にっあとで至
油油油油供塵べ　質に多たるしあり
　　　　せボん　はよく、と゜てるて
　　　　ら校に　 著り上云井二゜は
　　　　れ塵Jli　して等ふ上○宇其
　二二七た郡瀬　 く除材“敷％哺の
ヤ木Qマの是教　　絹去料　　授に中評由
九六六七で産授　質せに　 に逮粗質
七七七六あ並の　をら少　櫨す脂の
　　　　毫に蜥　脆れな　れる肪含
　　　　　本油　 化難い　 ばも含量
　　　　　校に　すくの　識の量は
　　　　　藤關　 る製で　 維がは中
　　　　　朱す　1も綿あ　だあ二々
　　　　　化る　の及る　 ける五多
　　　　　踊研　　なび゜　で　」iい
　　　　　獄究　 る紡此・　言式生三三゜

　　　　　油よ　 こ績の　 験皮○蓋
　　　　　にり　と等油　せ苧％し
　　　　　しこ　はの質　 らのな此
　　　　　てN　こ作は　れ如り等
　　　　　何に　 れ業甚　 たき共ほ
　　　　　れ必　 をにだ　のでの蛎
　　　　　も要　忘不し　でもi多叉
　　　　　酸な　 れi都く　 あ一下きは
　　　　　性る　て合材　 る等も不
　　　　　白数　 はを料　 がのの輔
　　　　　　　　　　　　の　　　　　土項　な誘を　油もは化
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　　八一ti　容　写四　真　　；
すイ液不磯．ラのア酸ぱ蜥　　混
“ソ罷鹸性イもセ化な、油　　食
　リ脂化のへのチ脂さ中　　脂
　ヌ肪物・もノkはル肪SL“の　　肪
　シ酸はのマー儂酸り遊　　　酸
　ンを何少イ○、・はし離　
　酸酸れなス皇§．何こ脂　液　固
　ア化のきル八覧れと肪　盟　罷
　ゼず試を便なくもを酸　 月旨　汀旨未

　ラれ料示聞り聾少示に肪肪化
　イぱもす窪・°Φ量す中　酸　酸蜥
　ンニ大゜冨　はに゜性　　　　　鷲
　酸オ差5何しグ七こ二産　Oキな　11ir　れ究　　リ　・7「　Vh踊
　’出シく．　甑　も一　セ　％　％油

　び酸％　れ　化も　ルも酸はし，レ
　少Pな　 も　脂の　 をのにオ゜ミ
　量．11o　　Q　　肪「は　　組　なしレ　　チ　’
　のも　　　五　　酸本　　成　してイ　ン
　サ．国　　内　 の校　 す　o少ン　酸

　チN6　外少産る量酸及　ヴ8　　に　な　而　酸　の三　・
　イ国　　し　き油　と　リ○　ソ
　ンリ　　　て　　を以　　同　　ノ％　h’

　詳謬唆　り、　れしをレン　ちρ　　之　但な　工　混二　酸1

　tEI°O　　酸　産　 『の　素イ　ス
　を8　　中　輔　　分．数・　テ
　1生寓　　　揮　 油　　　解　 一リ　ア・
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　　　　　　　　　　　集演講學科縣難
　言　 過穿　 とで　　 はか在士八五
　す油す臨油はあ油油パSをは以％工
　れがる愛を全つののルる認副上に學
　ぼラにK自くて攣攣ミ酸め聡のし憾　此ン從と然別力1質敗チを・ミ脂脂て士
　等シてなにののと切ン認ル肪肪液辻
　のツ味L放問特も9ゴめミ酸酸ee＊
　化ド悪油置題に稻曇レざチ中なJj旨満
　學とくはしで加す受イリン分き肪丸
　塑なな穿おあ熱ペ　 ヒし酸子こ酸氏
　化るる5．くhすき　リ覧と量とはσ
　のとのPtと　る国　ノ9t：スニを主蠕
　結きにとき　時舅　レのテ七示と油
　果は蟹なは　 の慈　 m代アOさしに　不酸にリボ　攣帯　　ンリリ内れて關
快化此た快　貿に　6’にン外・たオす

　臭とのφ臭　並就　ソリ酸融゜Vる
　をか結とを　 に奪　 リノと解之イ研
磯分果云震　乾nt　ノリの瓢れン穿

　し解にふし　齊1冒　 uン共五川酸継墜と外の味　Uす　＝酸融九瀬1）’果
一tLlかなで悪　　8・・る　　ンの結度教ノも
　く蓉らあく　qに　で存晶な授レ略
なふなるな　 とこ　あ在艦るのn々　　　　J

厚が　マ増　 玉を　分ことなくり禮
と既　 等し　 角蜀自　 るれ唱る一ノ脂
なに　　の曝　　媒然　　゜にへ分致レ肪

　り　起　　 筒　色　　、を　に二　　　　よ　ら　一r　し　＝　酸

粘つ　 刺と　カ1放　　 つれ式てンニ
性て　干な　ふ置　　て％に居酸五」曾居　 物る　 るす　　 虫弔反相るよ％す　’る　　　　等　が　　　　時　 る　　　　　　油　之　當　　O　り　液

との　 がS　に時　　 の川す但成膿
云で　 時る　起起、　主瀬るしり脂
ふあ　 日現　 るる　　要敏酸辻淡肪
結る　 の象　 憂i現・　成授の本i素酸
果換　 経’�@質獄　　 分は存博一七
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云るグく　淀大　’外喜　ツyじにを
へ脂リす他意に光籏δ油ドシ液て呈に肪セるのす此線物貯のとツ飲はす
オ酸ウも要る等そ質墓ラなド油不る
キはンの因このれを畢ンリとで飽の
S酸とでにと作自加のシ易なも和でダ索にあ』翌�p身へ五ヂいり動のあ
1に分るて要をにて蔚チも易物度るゼよ解゜もす促て六で1のい性の　J
のりkEP然ゑ蓬鷹者あをで油の高脂
如『こちり　す油とつ惹あともい油
き容x例で　るにすて起るしのもの
酵易にへあ　作何る油す゜てはの中
素に適ばつ　用等者はる　 よ，植Nに
又酸當リ薫　がのも此要　　く物方て
は化のパ聡　　あ攣あ等因　　知性がは
光脂熱1猫　 る化るに奈　 らの其固
線肪あゼに　のを゜よ何　れもの盟
等酸れのて　で與　　つと　ての低脂
のにば如は　あへ　て云　居よい肪
共攣其き奨∴るぬ　 ラふ　 るりもよ
存r・の酵の　』の　ンに　Xものり
にる作素作　併で’シ實　陀ラよも
於が用存用　しあ　 ツに　油ンり液
て如促す弱　一一る・ド光　はシー状
促く進れき　方炉　た綿　不ツ暦油
進でせ耳職　に藩　 ら室　純ドラが
せあら水他’光し　し氣　物とンラ
ら菟るとの　線酸　め酸　をなシン
塵　 X共も　がi素　 らi蓋　爽りツシ
或又が力の’漂水　 る漁　 難易lsツ
は海如しと　白分　 S氣　すい・とド
叉此ぐ，て共　作等　　の熱　　る塘なと
熱の叉忽存　用の　で及　とにりな
高酸斯ちに　 を共　 あび　 き鰯易り
貫集£婆撃享奪毫落轟ll）8ぞ
ば用て脂力　るる　併酵　に油で液
盛に生肪を　こと　 し素　 ラ等あ状
な就じ酸逞　　とき　此m　ンはる油
るてたとし　はは　の♀　シラ同中
　　　　　　一117－一



　　　　　　　　　　集演講累科縣3s・

微L“破響り　ぱ精の生分粗は　用べ

豪こsる存油實封゜ぜら蛋等ふる吃
絡れ様こす中験し帥すれ白微酵も
生はなとるvaにてちと居質生馨のり
す材取非とはよ置製もる炭物類ve：ウ
る料扱常信其つけ油製と水にのこコにのぴにS一の霊嘆塗油す化E！i．ほ1れウ

聖識数鑑擁撲駆劉躍鑑・
容をける叉及然に管材其多と就寒ン
謹翫・瑞縣鐸醤雛芒諜露
實水らあ紡純維シにのに存て議等暑．
験とぬる原物瞼ツよ酵於す居論を書

こ碑たとに鮎居な異が生如併頂しに
とき材思はよるりな全物きし啄て櫨
が宅料ふかり゜難つくのも實は油れ

　て種゜類申　こでれ能てかのシ作
　扁の何を並　とあずで犠ら際ッ用
　雫微とfrに　がらしあ製も材ド中
　培生なみ微　出うてる油來料e亜

　行数輔原に　゜一れ後材あ港の累
　ふに罷料由　こら嘆fi料ら出でが
　て棲中中來　れれ前の中兇しあ最

　ばる素は爾　て故一な素ち1望
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を次　 來　 並水’ @ド　こ容ドを匿
以で而る此に脂伺○スと易物組蟻以
て不し゜等不肪ナ』カがに質成酸上
示飽て　 の飽酸1bラ出之等す酷の盃趨勢蓼19響寛命竃番藤幣禧諮恕
てが蜜　のアチZのP°くe肪酸水
居酸9　 實ルル・〔接存氏　 こら酸工酸
る’ｻ饗　験デァSUすva　とる類ナ＊
一酸あ　結ヒル氏る擦　が゜及y酵
自Pに場　　果1コはがれ　　田此其チ素
ち攣合　　にド1ラた蝶　　來等の1等
油るva　よがiヒンめラ　ゑの酸ルの
一の先　 りセ高シなン　　脂化醜作
Gでつ　　てク級ツリシ　　又油酸或用
Oあ第　湘1アド％ツ　た分類はを
瓦る一　　はルル油　　ド　　ア解璽へ受
をかに　自及コよ　油　ル物合プけ
中ら起　然び1り．　の　ヂ中油1’た
和油る　 にテル飽　特　 ヒ酸脂ン灸
すの化　如ル並和　に　 1類類越所
る切離　 何ぺに不　不　 荒興グp謂
va留攣　　IZン多飽　快　　ケアリ蝉ラ
ge曇化　徹類盤和　奥　トルセ陰ン
す崎は　底等基の　を　ンカリ○シ
るの油　的を性脂　有　等リヒtuツ
＿度が　に分ア肪　 し　は1精等ド
規は脂　分離ル酸　味　軍に油の油
定夫肪　 解しコ類　悪　 亜よ氣如中
苛等酸　せた1酸　し　硫り物きに
性のと　　らとル化　　き　酸て箕簡存
加酸グ　るX’の脂　嬬　臨塵ケ軍す
里のリ　 Nふ脂肪　工　に理、トなる
の壁セ　か゜肪酸　ナ　てすンる油
c．cをり　を　酸類　ン　塵れ物酸の
藪測ン　知　エラ　ト　理ば興類分
をりと　る　スク　ア　す石ア及解
以巽に　 ご　テト　ル　れ鹸ルび生
ての分　 と　ルン　デ　ばとデ中成
　　　　　　や示結解　　が　　飽類　　ヒ　　除なヒ性物
す果し　 出　和蕪　 1　 くり．1油に
　　●
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室　居離なよし法精中象でこi氣二．一一・る翻酸りり甚と製にC”ti先はと
中　　 ゜てをた域だし操存のきそに
に漁光帥絹申るるして作す相ICれし
曝氣線ち紡和ものき酸申る慰川位て
さはに　材すのでに贋除油を瀬であ
れ材は　料るであ至のか脂示i致我る
　　　　　　　　　　　　　　　oて料相　 のにあるつ定れ分す授慢
居；V當　性要h°て量て解ものし野
るの常　 欺す　 恰はを居生の研て琴
oもに　及る勿か一行た成で究お姦
　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　の親　 び苛論もOつが物あ材くK　Sん　取性寮上○た爲のる料の本
　内で　扱加Sのとので割゜にで來
　に居　 方里る閉云であ合併酸あの
　6轟姦霧論§書薯菟墾島努菟轟
　　　　　　　り’　％折　 ふ数は蔓のが余なi教著　 か

　内は　るを激のが普等か授し　ら
　外特　 に以し度あ通はつのく　 考

　含に　 荷てきでつの蝋た研異　 へ

　有天　れ示不示たも油の究な　れ
　せ日　 もす快せ゜の硬は踊る　ぱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　し　　　　　　　　1　ら　に　　　油　　　臭　ば　此　で　化　該　油　も　　　此

　れ曝　 の　 を一のは油材中の　 の

　てm　憂　磯七如共研料酸穴　表
　居す　質　し八きの究が化1　示
　るる　を　て度は酸中精脂一　法
　のこ　誘　居に實儂に製肺一．は
　みと　引　る相には原品其○　充　なが　促　　゜當全：料にの添　分
　らあ　進　酸し量○油し他あ．な
　する　す幽債びの1のて各つ　

も

　材oるとど1三良各種潅の
　料　好はくZO否種のので　は　　條　油ラがでを分ラに　 は

　澤…　　件　 一ン遊あ判解ン蓋　 な

　つ　　 を　 瓦シ寓維つ別生シし　 い

　て　　 備　 申ツ脂たす成ツ・因　炉
　居　　　へ　　のド肪゜る物ド導　　今
　る　　て　遊と酸併一一一が油守・　日1
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論練精縣絹

　た少しり等性も　る暦の解の　に　　　　　　　　　o　めな七1がをの五　 中存酵繁四浸三
　殺いO等促帯は　　 にし素殖　 潤

　菌゜度の進ぶヲミ比　 多酸酸に酵し室
　せ之以精せる日原　　藪化化適素て氣
　られ上練らに乾生　の作酵しに居帥
　るにの剤れ至燥皮　 細用素て關るち
　S反熱のた覧を苧　菌を等居しを酸
　也しを作結此施等　徽堂のるて以素
　とて以用果のしは　等るあか先てに
　云天てをで粘た生　存こるらき油は
　ふ日乾受あ氣る産　 しとこ從にと勿
　こ乾燥けるはも後　　繊はとて一酸論
　と燥し難゜前の乾　維jHEは微言素よ
　潜の保く油によ燥　 を上疑生しとく
　熱も存なが一一・一りに　汚数ふ物たの接
　氣のをるか言も際　損授絵は檬接燗　乾によ゜くし」し　すに地多r燭し　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　燥あくし酸た暦．特　 とよが数虫頭面て
　のりしか化る油に　云りなに髄は居
　檬ててし並如が加　 ふ誰い棲其實る
　に‘些お熱にく，繊熟　　　明゜患のにe°
　行酵け氣重熱維し　遠せ邸しも極特
　き素璽乾合ののて　 藤らちての端に
　属の油燥作た表乾　 i教れ此居Sに油
　　　　　　　　　　　’　か破が不用め面す　 授叉のる中廣は
　な壌一可等ににこ　　のた蛎　゜にい絹
　いそ股21i“；一論を酸滲と　 精看散骨豊而もと繊
　か生進をす化腐が　 細生中し存云維
　亀物ん唱る並浄あ　な物にてすふ其
　保ので道とにきる‘　るのチ此べこの
．　存殺分すき璽上゜　研存ロ等くと｛UI
　中越解る鷹合る此　究在シの交が混’
　に表すも著作のの　ににナ微た出在
　憂面るのし用み方　 照關1生材來す
　貿はとでくトdな法　 ししゼ物料るる
　し直xは石ξらに　てての中は゜汚
　易射ふな繭塁説よ明咳如に細物
　い日こ塗ア膏多り　か風き加菌　　の
　餓光と　ル蝕少た　で乾酵水徽　表
　麟のがもカ8粘るあ繭素分等面
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　　　　　　　　　　　集演講學科縣螺

　はへ　化練ご　酸ン濃こなに　が
＿な，て倦すにと若素工色と物よ斯あ

袖の寛油　去粘分霊るこ飽物ゑし此

　嘗　ツり　る蓬交　て＝す1PU，材
　と　ドて　　すは　居ンるTl料
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論練精懸納
　　　　　　ふき　 1　 にを
リイエオ　今こでしとニー：混
チソラレ脂不とあか出　 は有
ノオィィ　 飽もるし會脂孚Lし
yレデン脂和注゜71Cふ肪化て
酸イン酸、　酸意叉酸と酸せ　　　　　　　　　　　居
ぞン酸　酸とすた化き並らる

輝　　　　水で高は忽の除上
8　四　　酸あ級融ち水去の
〇　四　　化るの解石酸せ　　　　　　　　　　　　心
甲齢西繋゜議鞭鞍軽
五五五〇齪占の　　化非な題sな
　　　　　扇虫　　　　　　　酸　　　囁穿　　つ　　　酸　　　樹　　　く，

　　　　　解　 ににて化　 そ

三同イニ　黙　な高水脂潅こ
ハ　ソバフkを　るいに肪　に
イ同ニイ　比　ζか溶越　脂
ド　ハド酸較　却戟解　　肪
ロ　イロ　し　て試すご　酸
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キ　 ロキ　見　 々にの等　 は

シ　才シ脂る　，に作みは
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リ
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　　酸　　　 ・に云xせ
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　　　　　四八〇六臓　　る意つル　　　　　　　　　　　　　　　　 o
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　　　　　　　　　　　集演講學科綜猛

誰此翫品“f此ε蚤三勢油，・
　謂　美．の　容　　　　　ら　併　り　等LO　　高　の　ノ　ノ

　油等如易・一ア絹此てはO水い切レリ
　焼にくに般ル紡等徐稀の酸も§・ン
　なyi論去にヂ材の々薄如化のtL’ン酸
　るすずり酸ハ料もにのき酸に9酸
　現るれ得化イ中の作ア形の攣が
　象精ばる生ドには用ル態分成進
　は練絹も成及は激せカの子すむ
　E法紡の物び存しらりも内ると
　にを材とはケすきれ1の無こ粘
　養鶉醤毫譲｝薯棄h振馨義象讐液覆
　fcす新eア物少作　作奪H－一壇鰐膣　様る古　ル賛S用　用水9つし）　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　eD’　にごに　 カ　 な張　 でにntの経
・油とよ　リ此る熱　あよ尊原にリサ
　のがり　　1等べ叉　 為り箆因はニチ
　み｛fitて一等はきは　　併て邑と乾昌k’
　に來繕　ic前で濃　 し重①な燥シン
　原る練　よ述あ硫　石合たる性ン酸
　因でに　つのる酸　鹸せるのと酸ρ　せあ難　て如゜の　にらラでな≦）“l
fdiら易　除く　作　よれクある凝も
　董吃霧季器碧茎奮｝h続鼻昌
　選　る　る酸　如　はがン　解88
　欝欝重讐・髪碁饗禦勢8tal
　敷　を　困よ　く　保もば　低
　授　知　難り　ん　護Q剴　い

　究　と　戦解　來　℃　蓉　が9七

　カ、　　　　　珂ξ　　　　　を　　れ　　　　　　も置　　　　さi　　　　　出　　　　　重ロ　　ー一　　一一
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論練精縣絹
なもなにを要質如

　肚ムゼ蒙くA　　ぞ亦る共得之にく．
　のタのΦ鷲　　　でき油の　　　　　　　　　　　　　と所よチ
　推1類豚蛾現　　 はれ焼渡難謂るロ
　奨ゼで等の今　　　油い品萎一職油嗜シ
　す並あの・唾絹IV焼に嚢r汕焼褐ン　　るにるパ液の　　は精短婁脂材色又
　所豆゜ン申精酵　と練時：分料物は
　窒碧c’電替索墾玄肥霧窪窪貢

　あテ．ンンら酵みがにはく石も化・　るア　rd溶れ　法　なtH　ma謬1酸鹸よ合
　が1　 鎧解叉　）　ら來理一化又る麹
　碁荏曇讐筆　覆党竃額苫箏蒲㌻
　實絹　　P豆れ　　　で其こ法れルにシ
　用綜　・及類に　　　一のとをた力由ン
　的精　びの有　　癬他が講るリ來及
　の練　 細蛋望　　始の出すも1すび
　成用　菌白視　　末方來るのにるフ
　績に　性分せ　　が法るがはてもイ　　　　　　　　　　　む　　　　　　　に於　 ト解ら　　しで　 良容庭のブ
　就て　 リ酵れ　　難は叉い易理」ロ　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　て鐘　 プ素て　　く一た　 にす方イ
　はケ　 シ団届　　な寸適本去れがン
　あ淵　 ン蚤る　　る六當法りば繕は
　ま紡　w塞酵　　゜ケなを難畿練gg
　り績　讐譲素　　　敷細巧塗略測に
　知曾　3・並・は　　　塗菌み　のにチ

ら肚　 肯にム　　　　にに故
れの　崇ドタ　　　無よ行に
て特　E’1！　　　論るへ油
居許　 並ゴぜ　　　ぺ醗興焼
なに　 にマ　　　　 ン酵後材
い係　　細の　罫　　　　ジ法節料
゜る　菌リ釜　　　　ンに滲よ
　も　性パ゜　　　浸よ照り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．－．

　のリ1お・　出つ如完　で　パゼそ　　　法て何全

油謝ロ
焼しシ
はてン
之ぱ化
れ抵合
を抗物
去力な
るがり
　　　こ強の
とい攣・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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　　　　　　　　　　集演講學科綜鑑
る分　のくあ　實な術性れ四量を

矯靴磐贈誉翻’灘趣鶏盤

1苫筆空藁蕊饗苫套砦譲葎鐘霞絹
とるり　どしはりれなてに用に豚業
共Sシ　使て絹とたる晃よせ相の試
用もン　用ど紡附Qこ澤るし當樺験
すのと　にれ材冒しと色隣めす臓所　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　

ロ

れで關　堪だ料せか成枳品次るよ技
ばあ係　えけ精らし品最はで○り師ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’　　　　　

の

多るあ　なの練れ此にも石温一得角く　Qる　　い精剤ての精勝鹸湯％た替
のつも　 ゜練と居如練り法に炭る利
　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　hリまの　一作しるく剛強にて酸パ策e　　　　　　　　　　　　　　　 り　　　　　　　　　　　　　t

バリで　読用て　しのカよ数曹ン氏
1油な　 にあ紡　 て残i仲ゐ回逮クの
ゼ脂く．　はる績　得存塵も洗液レ研
はを生　此も會　るす揮の濫にア究し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ア脂綜　 のの肚　 パる性加し溶チに
ル肪3ζ　もかな　ン虞何巫乾解ン線力’

_は　の明ど・ク少れ法燥しをれ
りと絹　 はかに　 レなもにし此試ば　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

性グ紡　蠣で費　アき格よての料絹
にリ原　のな込　チご段る其申絹精
於セ料　酵いま　ンとのものにの練
てリ中　素力1れ　に精良q成絹五IC
作ンの　を此て　高練域叉績を％非
用と油　利の居　便に績はを投に常
強に脂　用もる　で熱を○調入相にし分を　しのも　あの示r－・査し當良k　　　　　　　 じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ァ解加　 たはの　つ纏す％せ襯す成
ルす水　 も驚で　て濟と苛ら氏る績
　　　　　　　　　　‘
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論練精縣絹
に作し1　を類内　　るの用るのカ
よ用てゼ細知は外こB必は顯べみ　り
り彊はと菌る少にれ　要酷著きな1
てき其錐類Qな保は微が酸なでらは
著ものもの要V・ち現生あ酸るあ交そ
しぜ作乏プすが蒔今物る性こる何こ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　o　　　　　　　 o

くリ用れロる細々廣主　 にと　 とに
異シ強がテに菌掩くに　 於を嘗な生
るンき作ア此は拝行細　 て誰てれじ
結にも用1の之しは菌　働明引二e：iた
果封他すゼ精れてれに　くせ上こる
をしのるは練がPtてよ　のらi致れ脂
示て蛋i蛋i2i法分定居る　 でれ授は肪
すは白白れは離時る自　あだは可酸
の容質質を細を聞も然　る゜ボ逆と
で易にに分菌試塵の腐　か之：反忽
あに謝よ泌にみ理IT：化　亀れゴ慈ち
る作しりすよてす適精　後もマな石
゜用ててるる見る當練　に絹のる鹸
　Lは巽細一る方量に　酷のリ越を
　な弱の菌種と法の就　酸脆パ鼓副
　いい成にの實で材て　及油1に産
　がが績よ酵にあ料　　びにぜ生す
　　　　　　　　　　聖恕簑皇護髭ゑ霧　霧購続窪h
　ででる多と多此の　　 酸してる從
　　　　　　　　ロ　ああも少考様ttのと　　 をて研石て
　るるの性ふで液水　　 除面究鹸リ
　J°で質べ非中と　　 く白せとパ
　邸例あをき・常のを　　 たいら爾1
　ちへる異もに微桶　　 めこれ者ゼ
　蛋ば゜vaの多生又　　　にと譜湘の
　白膠邸しでく物は　　 ブX酸倹作
　質にちiszlあ存をi甕i　　ル思kつ用
　の謝あたる在調中　　 力ふ性ては
　分しる同゜し査に　　リ゜に晩促
　子て蛋一　てす入　　 1併於脂進
　構は白プ　居るれ　　で（xて作ぜ
　成非質ロ　るに四　　塵此其用ら
　如常にテ　 とカ○　　理のの弧る
　何に封ア　とビ度　　すも作か4
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集演講學科綜慧

呈　 不が侵が　 スが　 をと誰とた
し此可如さd自ズ少叉生なすはプ故
恰のできるか然チくたぜるる推ロに
か有あ場Sし腐ルな細しで材理テ細
も色る合に不化スい菌めあ料しア菌
イ物゜も至良にピO巾且らとそ尋1類
ンを　塗つ菌於オ普につうならゼのキ生　 くてもてチ通はフoるれに分
をs．　不は少はアの蛋イ余Qるよ泌
流る　可去く客ネ腐白ブ等近゜りす
し一　でふな種ン敗質Ptも頃絹てる
た例　あまく．微ス細にイ先駒屑嘆プ
るを　るで不生等菌作ン年揚がセロが違　 ゜も都物カミ類用に下に肥リテ
如ぶ　叉な合の有がし細水於料シア
きる　たいな混色膠て繊よてにン1
外に　 申がる入物培時維り吉用のゼ　，　　　　　　　　　　　　■

槻盗　に洗結にを養に翌分村ゐみカ1
を工　は際果制生基悪潔離農らな皆
季選馨讐笙祭撃奮義奮匙肇墾皐㌻
　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もる於　　醗りS・なる悪をを細力1良フシ
こて　 酵てるいこ臭生生菌此きイン
と亟　読洗こかと物成ぜ中の肥ブに
がk・　化去とらはをししッ方数ロよ
あ見　 水しは鋸入二生交む！f面をイく
るる　素得冤論の産はるブの顯ン作
゜現　醗ざか優よす有もロ研はに用
こi象　酵るれ良くる色のイ究す迄す
れで　等が難な知こ物をンをと作るは口魯 @を如いるるとを畿のし云用と
明然　起き゜細所ズ生見各てふす云
に腐　す悪特菌でチ成し部居事るふ
細化　 も臭にもあルすた分ら實もこ
菌中　の交フ存るスるこにれはのと
に著　あはイすL5プ作と多るどあは
由し　り色ブる　P用が欺かのる去
來く　てをPtで　ヂああのらことへ
す皿　乏與イあ　ギるる瘤逝iと云ぬ　ハい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

る色　れふンら　オも　懸くをふ
もを　亦るがう　ズの　物明實eN
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　　論練精縣絹
　島リ何　憂其　ルてあ去も明る出の
　　品1に侮毛のか力成るせイに細來n3，
　　まトし低のもくリ品からンし菌兇余
　で槽て現歩の論：孫墜れキて學　　の
　　も中之今合にず可は充るをや的從實
　塗にをの少もる溶噌分゜流S性つ験
　部糎騙腐な危とと魯フ併し乾質てに
　徹を除化い瞼き云をイした燥は蠣よ
　底作絶甕とがにふ呈ブかる性明なる
　的り滅の云あ自黙すロSがのlcどez．
　殺琵せ如はる然かるイる如聚しの骸
　菌のしきれ゜腐らにソ有く絡て媒菌
　法内む設て由化考至に害黒・を居介は
　　をにべ備居來法へる附菌攣作なに腐
　講i艶きにる自はての着がするいよ敗　　すをかな゜然種メです工るをがつ糞
・　る挿殆つ謂腐kラある場゜特塞工尿
　外入んてあ化な二る黒に而徴天易申　右しど居り法るン゜色侵しと培くに
　害併方てとに貼冒此素入此し養醗常
　菌列法は云よに且のをすのてに酵に　　のせが蒔ふる於碧．黒とる黒居於甕存
　集しな殊べ精て「「色りと色るて中す　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　く）　窟めいのき練不様物切き物　扁にる
　　をたの不で絹都物はる峠にご亭來が
　覆ので良あは合質細こ工石れにる如
　　すであ菌る腰がで菌と揚鹸をしべく
　　こあるのOなああにはに曹以てき容　　とる’°混　 くるらよ困於蓬て銀も易
　　はか帥入　 叉ばうり難て等絹杏のに
　　出らちす　たかとてではを屑葉でそ
　來全甕る　貌り思生多其以を状あれ
　　ぬ部のこ　綿でふす少のて醗にるか　　J作装と　Uな゜る淺精麗酵裂゜ら
　若業置を　墓く　もる練理せ溝未分　　しをは嚢　 券ジ　の憾はすしをだ離
　又中躍見　ueイ　でが大れむ有そす
　た止にす　すプ　葡あ量ばれしのる
　一しコる　るロ　かる操概ば水詳こ
　旦てンも　際イ　も從作ね恰色細と　　　　　し　は附ク如　にン　アつで除か透なが
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　　　　　　　　　　集演講學科綜蟹

質之又るあ云とでもえのるNしる目
嫁紬だにるふ鷹あセす保細思一S的
養藥素至とこ一るyセ温菌ふ方こを
積を騰る思と見而シリ水に゜にと蓮
し施甕か鳶カミ不しンシ中無何於はし
てせはら　や利てのンに用とて出て
出る破．清しがな無分3ζ港又なは來も
つ舞損水かてる論解は田はれ蓮な顔
る叉しとしセが此に油ぜ有ぱ綾い菌
には易取甕リ如等よ等し害素式゜混
由木い替外シきのつにめな燵腐　入
が槽一へのン職物夙活丙るは化　に
なは大る保の酵質ア艘容排牟法　勤
い丈鮫必温分素嫉ミにを泄i醗に　 し

從夫鮎要水解作細ノ作し物壁於　 て

つなをがはを用菌酸用て？・　・ll・鷹　無
てり持あ順促はの類せ常れ”V素　　制
此とつる次進可繁がしに多嘗焼　 限

　　　　　　　　　　　　Eの難て然汚す逆殖生む細くHの　の揚も居ら濁る反をする菌は婁i甕自
合不るざしと鷹助れ様の晶♂を　然
に透゜れギ云なく媛に繁es　9用　腐
慶壁　ばがふるる此な殖物Ptゐ　化
液な　以てこを榮等つにOなて　法
をる　上はと以養はて遮ki．る居　 で

其を　述甕に天物晶居す造をる　あ
の以　べ中な此で質るる§：以と　る
まて　たよる等あ物かがmて云　か
X細　 敏りのがるなら如で細ふ　 ら

蓮菌　果のTl其かるできあ菌こ　再
綾の　 は滲むのらをあ欺るのと　 び
　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　Lv使物　無出し反其以る熊を物は　将
用質　く物ろ鷹のて゜と概質淘　來
す代　 なに良系i露壁　 なね代に　有
る謝　 るよい外外外　 し通謝推　 霧

とに　こつ方ににに　細過に奨　菌
きよ　と置面逸滲滲　菌せよす　の
越る　 に飽の出出tH　をしリベ　 蝸

翻各　 な満現すすす　 し⇔てき　 を

　　　　　　一1sり一一



論練精縣絹
解　　　　　　　フモ極　　　　　分類質菌
を此　　　　 エ＝の次の　解多のの
例の　（うノー＼o＝ア物に如蛋のく分生・
示如浄餌＼＿／団ルが質アき白歌中解活
蓋；甥1　多馨豊∫論箏塚置讐毒
婆yl巷声議劣難£；言響鰹唇
の1　0↓　 なオにはるブも含的て
縫ll〈：〉畠ll翻；轟鰭

与墾曝1 甕蒐£奮；1釜歪重警
スすミ150　’斯プる細　 ト普物き活
ぞ裂罫を養二4覇↓碧蕃需髭
1細k・　　　しオチの　↓もむなくノk菌購　＿＿　 てンロ好　 ポのもるなf／塊嬬〈＿〉畠th警ζ釜業窮辱8妾

1攣lth　l￥萱雰黎；茎墓奮塊
奪鼻1貫告髭響碧昏箕皇秀藁
をは9　↓　炭が例か　↓の各かく
生なk・一・　　　酸分示ら　ア分種をに．

酸1〆：〉畦報薬諜馨葦
至たこ　1　　炭・90分　類序のるあ
ゑトv　　　帥酸ち解　　は個にら

隷〈：〉岳鱗馨　羅藁
　雰ew　　窪；客　蕎犠誓
　　　　　　一一131－一　　　
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集演講學利・綜慧

あよ　　　みる場　如分
らる上Cこなに乱合古｛とき解此　v／一＼

ふをく菌素中回み性由きドご　炉
窒鍵纂［c箋竺tt奮羅筆箒些　頴
たす腐ると時液す酵るにス　　璃団　　　，　　　　，　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　 N

余る化純然細塗其器も生力　　↓8
等も法粋ら菌拠のをのすト　　　○
齢儘薩霧摩馨翌総，L鳶く謬

碁蓋蒙蓋葬髪笙葎吃箆輩藁望§
勝ばカ、　の再にじの　蟄1あ　　　Pt
る成ら　主びも易素　 のる　へ／…＼
こ品余　 眼≦終なレ、焼　 悪も　Y．＼＿＿＿／

毒餐繕／r撃翫諺覇睾濫く」。

ののの　　計1れな場　る溝　　、tl
でみ精　　 のはる合　か化x／一＼
あな練　　 時軍をに　 は管 註＼＿＿／

噂唇　讐異崇モ委定1臣〈“1。
　種適　　もの以醗　不於　　と評
　々す　　 費努上酵　 明て　　 国

　のる　　 さ力のに　 で蛋　　 ユ

　讐黎　荏姦霜毒薯墨鳶ぐ『〉
　裂雲　琶竃痂集奎蕎謡く二1
　がに　　ぬのふす　の敗
　　　　　o　　　　　　－－132－u



論糠’納縣絹

　以　 べし　の菌　　從　 が

二で一き概本で種張dてc出ba本　探　で要法殆をい　色　來　　法
分す自あをにん作て精澤フる純利に離範然る述關どる敏練良イ　゜粋用檬
菌園腐゜、ぶし論上黙作くブ　醗細れ
申は化　 れてすにを柑強ロ　酵菌ば
プ贋液　ばはる少云が度イ　でがEII
ロき下　次先にしへ旺損ン　あ特ち
テを水　 のづ足許ばですを　る定本　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

ア可堆　様順らり本ある損　かで法
1と肥　 で序なの法るこ傷　 らあは
ゼす土　 あといi費をかとし　醗る優をる壌　 るし゜用行らなた　酵か良
分゜等　 ゜て　 をふ石くり　申らな
泌　 よ　無第　要に鹸成成　攣油る
す　 り　論一　すは曹品品　異で恰
る　 細　 こに　 る｛多蓬はに　 現も適
も　菌　れ恰　も少等優悪　象セ菌
の　の　 は適　之細の良臭　 をりを
を　分　至菌　れ菌藥でを　呈シ以
摘　離　盤の　は學品あ止　すンて
出をの分方上時るめるでのし　行　 法離　 法の闇oた　 こも精
て　ふ、　でを　の技熱　 i）　と自練
純　　゜　は行　　奈術等　　3（1　がEllで
粋　何　なふ　何をは　は　なにあ1
培　れ　V・こ　に要少　汚　い之る
養にかとよすな色故れかす優らをりゐくをにをらる　良　研必　 てとて　残　 成除次
゜　菌　 究，要　 越云足　 し　品去の
　　存　者と　めふり　た　のす様
　　す　はす’てこる　り　一るな
　　る　適る　少と゜　す　定こ利
　　や　 宜゜　額で　　 る　 をと盆
　　不考今にあ　こ期がが　　明　案余　てる　　と　す出あ
　、な　 せの　 足゜・・　は　 る來る
　　るら行るf苛　なご売゜
　・をるひもほ　いと
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集渡講學科・編翼

　　繊槻　に　　つ別　　　ゑな＿
樹六維察成行本此」、にご五四　 る二
進　　のを績ぴ法の酵純れ　　　此温
ん膚裂行をさを場素粋に小候の度此
での片ふ比へ行合油には装補培例の
チ内等の較すふに温培材置菌養へ培
ロ良をですれには｝C養料にの基ば養
シ成認あるば適爵保せ絹て繁は二菌
ナ績むるva差温照つるを生殖液二は
1をる　゜先支の匝こ候約遜適状度杢
ゼ矛も又つな異をと補興概温のに井
及すのた無いな設一菌のし及も保7＿tc
びもは一水．oるく○を三てぴのちと
酸のフ方物　もる時移○絹酵で繁無
化をイ饒と　のこ聞植倍紡素も殖窒
酵とプ槍し　をと内し最原適良せ素
素り・試て　同を夕tnitの料温いし鑛
類再イ験牧　時忘又温極はをが顔物
及びンを量　にれはにめ不見寒セ性
び長の行及　行てそ於て純出天り養
り時侵A、び　　ふはれて稀物す培シ分
パ闇さ゜損　はな以繁薄多゜養ンと
1のれ若耗　非ら上殖なく　基をセ
ゼ醗だし蟄　常なにせるし　を同リ
等酵る鏡の　にいしし培て　用化シ
の試も検槍　複゜質町養不　ゐしン
有瞼のの定　雑　温充液適　 ててと
無　を　で　際　を　　　な　　　水　分　と　當　　　も　よ　よ

も行不絹な　れ　洗繁共な　可くり
是ひ可繊し　ば　濫殖にゑ　驚繁作
非成で維臭　 別　 をす無を　　殖れ
調品あにi氣　々　 施れ菌醗　　 する
査のる多色　 に　 しば歌酵　　 る培
す品の数澤　行　 て乏とせ　　 も養
る位での強　ふ　乾れなし　　の基
必検あ瘤伸　も　燥をしむ　　をに
蒙奮蠣轟蓋％墜警゜ @締難
あ行　又感　を　　振放　　　菌㎏
るふ　 は等　 嚴’　i醗置　　　 と適
゜°’ ﾗの　重　　 しし、　『　す営
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論練精i孫絹

五て∪　す蹴　耐ら　課　良は質Pt
l庇／h余れで倦をれ勿で斯であ物・
四等←等ばあて敏な識あのあまにシ
是窒蝶詫菟砦塗塊奮集響段彦鶏T
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　・
での噂 @で要如は故良今し忍くしゼ
あsとで良すく良に菌日てばなてが
るセ假分いるしい種の蚊分ねい不絹
゜りり離のにて成々選で離ばか都に
醇シにしで最選績な別はしなら合有
素ン名て最良別はる試述得ら少の害
存溶づギ早葡し墨材験べたぬし結な
せ解けS大の質げ料にら細か位果る
な酵て良な畿絹らか一れ菌もRをこ
け素居妊る見継れら鳳なに知或生と
れはるの勢が精な幾やい就れはすは
ば薇D隣も最練い回二゜てぬ作る師庇・ア及績苦も菌゜も回　 嫉゜用かIC
のルびをも大と　選行　 伺　 のら述
位力s．1．示な切し　　別へ　　一　　弱之べ
のりはすいでて　試ば　般　どれた
湿1適も’のあ優　　験と　　細　　酸亦
度性温のでり良　をて　菌　化不叉　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　りので三三あ又な．　繰必　學　’酵可た
微其○種るたる　返す　的　 索で酸
アの慶を゜最も　すし　研　をあ化
ル作内持・もの、必も　究　分る酵
　　　　　　　　　　　　　　o力用外つ困を要其を泌素リ最フて　難得　がの　せ　す併の
1もル居　でれ　あ目　ね　 るし存
溶張オる　あば　る的　ば　も酸」（E
液くは゜　る乏　かを　其　の化も
は巽二何　　゜れ　　も達　　の　　な酵前
セの○れ　併が　知す　研　れ素項．
リ適1もし實れる究ばをにシ温二稗　 一一一A p　 なご　は　他有蓮
ンは五菌　・度イヒ　いと・完　 のせべ：
を何度で　獲は　 ゜は・成　條なた
膨れであ　見最　此期　 し　件い様
化もあ．つ　 分早　 の待’な　 が細に
せ三つて　離簡　 忍ぜ　 い　 可菌油
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集演講學科宗糸懲

　ば少たよのし當リな共てし二三一次しるり事む此正ンるの居む
　0　に細趣多はる等確酸や上るる用貫用余菌旨少嬰とのでを否にQも
器を器等墨は雑酒き細あ生や寒序溶
は仕．ののの忘菌醗は菌るすを天に解
保込大行心れの酵繕はaる検培リす
温むさぴ得て混なi尉共　 かす養パる
装こはしあは入ぞ純の　 らる基1力　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

置と材選るなすに牒増　白のをゼは
をが料別もらる於は養　色で薄の殆
有出一菌のぬこて保に　不あく有ん
す來貫になこともて於　透る流無ど
　　　　　　　　　　　　むるるによれとの同なて　明　 し検な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i甕゜封るばで絶檬いは　 とi若其出い，　　　　　　1　　，　　，　　　　　　o　　，　　　　　　　　　　　　゜・．P，

又　し醗別こ謝で　絶　なしの法゜　　じは’ O酵に’れ防あ些劉　るり上を且
木　立精意を禦る少純　 ゜パに述つ
槽　　方練を怠は　゜の輝　　此1細ぶ此
を　尺の力llれ出こ不を　のゼ菌れの
用位方へば來れ純標方存をば中　　　　　　　　　　　　　　しゐ　を法す自難實醗準　法す移先s．1，
熱　速をと然いに酵と　がれ植，づ及
水　當蓮も醗が容とし　りばしべび　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

叉　とぶ自酵た藩なて　バ牛てトフ
は　ずれ然とめ及る居　 1脂稜リル
蒸　 るばに選でびこる　 ゼは育ジオ氣　 ゜’ 蛯ﾔあ大とが　の分すヤは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

を　故　な所る量は實　槍解るレ油　　　　　　サ以　に　るは　材己際　出せi聚1脂
て　方　 聞な併料む絹　 にら絡にを
一六違くしのを紡、はれの極分
0尺はなど絶得原最て周め解　　　　　　　　　　　　■1　深　 なるこi甥な料　 も脂邊iてす
・H－一 @さ　いでま殺いを　簡肪の薄1る
五　 三　 もあで菌の大　 簾酸白く作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　

ロ

分　尺　のらも並で量　で多色牛用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

闘のでう純にあに而く不脂も　　　　　o殺　 槽　 あ　 粋察る醗　 かス透を最蘭　 な　 る乍醗i氣゜醇…　もテ明敷有
すれ゜併酵申こせ相アにきし
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論練精綜絹
げ　殖は内　熱　お水算量　塗がる
醗次し細外四水三けに上注こ　らこ
酵に液菌を　を　礒此Pt入れ　セれ
を徐はが注か切材さの番しに　りだ
絡々潤嫌加く！，料ま際良て一　シけ
るに濁氣しし殺はで相かi養且　 ンの
の加を性てて菌一i熱當らを煮　 溶殺
で熱呈でよ三水五の熱うな沸　　解菌
あしすなく○を分不せとし秘　作に
る三ttるい掩度湛内維ら思て三　 用て
〇五゜ ﾀ絆内へ外濟るふお○　 をは
　l　lp，す外た水と・°～度　有完
　四甚るにるとはを熱位し、憂　（⊃　　　　　　　だ　　　　O　　　至IJ　　商冠　　共　　　な　　　以　　　フk　　　」止ヒ　　　に二　　　　　　　1｝IJ　　で

　度　 大i次れ記にる竃をの冷　 には
　と　切に嘆醸煮ま練冷揚却　大な
　し’の該別酵沸い糟却合し　ない
　蒔　 こ茜に槽」とのし煮た　 るカ1

　々　 との増中軟思給て沸る　悪残
　掩　で繋養に化ふ水用水水　影る　拝　 あ殖せ投せ゜にふをを　響も
　し　る適る入し　する冷炭　 との
　数　 ゜温細掩む　 る03，却酸　 ては
　時　斯に菌拝る　な一す曹　 は枯
　闇　　く保のすと　　b，見る達　　與草
　作の・ち液る同洗甚咳をへ菌　用　如つ髄゜r博　溢だ蛇以　 ぬ類
　せ　 くN培　に　水不管て　 もで

　しす一・・養殺に経に極のあ
　め　れ日を　菌　す濟よ微　でる　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　精　 ば数材　 し　るのリア　 あ

　練一回料之な様冷ルる此　度・　1掩一　れ　 りに水力　 かの
　を　二拝貫　 を　す見をり　ら種
　検　 日すに　引　 るえ以1　大の・
　し　　に　る　封　　上、　　様　る　て　性　・な細1

　て　し゜し　げ　にがすと　る菌・
　適　て此二　な　装浴るな　不は1
　時　 充の○　 る　 畳却のし　 利窮
　引，　分掩O　べ　 し用がて　はい
　上　 繁搾C．C．　く　ての探適　 なな
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集演講礁科縣鱗

例ぐ水　す鵬　のし多　出し化た
へる洗七る水六醗た量而來む殺め五
ばもし　謬で　酵結のしるる菌不
甚可て醗と殺回度果酵て゜のし足右
だで仕酵な菌数にに素第　でだせの
しあ上所るしを鷺慷も二　 あるる第　　　　e　　しくるぐ要　薪重すれ溶回　る材液一油゜るの　液ねるば存以　 ゜料を回
麓叉゜度　を細゜三す後　實を而醗
せた又に　仕菌　回るは　験投罷酵る材た逮　込’不　以か第　 に入殺を
材料醗し　堅純　後航一　糠蕨菌絡
料其酵た　膚と　は時回　れ再水つ
で他法と　のな　何間の　ばびでた
而のにき　　順り．　れは如　　反細補槽
か事よは　序結　も大く　覆菌ぴ中
も情b温　　を果　　一に細　　五の反の
生に若湯　繰不　書短菌　回繁慮醸
産よ練申　　返良　　夜縮の　　迄殖を酵
後りとに　すと　でせ繁　は適槍菌
長てな投　のな　牛ら殖　特温しは
き璽院入　でる　練れの　別に極あ．
炭是石し　あを　以るた　に暫微ま
月非鹸掩　る知　上゜め　悪時アり
を仕類搾　゜つ　va余‘9　結保ル不
縄上をし　故た　逮等時　果ち力純
過練以汚　にな　しが闇　を吏リに
せをて汗　約ら　た生を　示で1なる行短を　七ぱ　 ゜皮要　す三性つ
もふ時去　 i醗　其苧せ　こ五とて
の必間り。　一酵　 他を・ざ　 と1な居
N要の次　○糟　の材る　な四しら
如の仕で　日は　材料の　し○てぬ
きあ上微　間洗　料とみ　に度どか
もる練温　に瀞　でしな　使とれら
のこを水　一セ　もてら　用なに材
嫉と施に　回蒸　凡sJ・交　すし水料
醗もして　更汽　そ薗既　るて煮引酵あて塵　 i薪3ζ　此をに昭轡こ醗し上
のる仕理　 をは　の以栢　 と騨てげ
　eみ　上g　要沸　位て當　がせ軟の
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　論練精綜、絹

　萬もj，ぺ　　　　　　　てる　 Y．に

　別の叉き三ニー糟精　　行で此がて
　でがたも　　　練練　　 へあの如匿
　あ最此の醗藥水捌に　　嘆ら醗く物
　つも等で酵品練には　　かう酵で質
　て多をあ法法法よ精　v　sレ法あの
　二い組る　　　る練　　る若に毫性
　k・合゜最之’之精の　　上し櫨　質
　述又せ　もれれ練程各等叉れ　上
　ぶたた　普はは法度　　もだ腰　除
　る絹も　通最要をに　　の斯絹　去

　到はる　．るva加　¢　　暦費の　難
’底其゜　N行歴　練　　好細み　い

灘繧蕎嬬ii　愚鶴’1，？

　でが居　で蓬a　間　　　養叉　居
　あ非る　あ等器　な　　　基は　る

　しい料　漬理U　練　　　せ纏　上
　てかの法す　八　 し緬練　愛・ら精　 酵iる　　 分　　　 酸等　 を

　へ自1練　素方　　練　　　　こも　せ
　ば然に　練法　　等　　　れ亦　ね
　炭糟は　等の　　云　　　よ精　ぱ
　斗練3　も如　　ふ　　　り練　良
　孫の芝　 此き　　 も　　　酵す　 成

　出手窒　のも　　の　　　　素る　品
　殻加み　内の　　が　　　液こ　は
　機減組　にで　　あ　　　をと　得

　如差の　 る゜ @　　　　　 し來　 な
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　　　　　　　　　　集演・講學科・綜鑑

す存　練の油　のにをきるこす一一今品特油脂繭A注醗取一上
油．k　此をにがを類　意酵扱般等
脂哺　此の得繭除含の揚事にへと材
に1膿　、等蝸ん類か有精り項就ぱし料
精は　の類とのれし練繭をて藥ては
練キ　もにす若難て娃玉述は晶居王
中チ　の就れ練く居最繭べ前練る記
容ン　はて嘆品しるも等るにだ余の
易質　普考油を工所難のe蓮けの純
S．Cで　通へが得とρ事精とべで研粋
溶包　のてmeんこ不と練tcたも謂醗
l！lま　練見るとま化さ癸すか充純酵
せれ　 方るとすで輔れ藥るら分粋渉
らて　でに量るも慧て昂゜i藪目醗父
れ居　 鷹　ふ揚繊及屈急　 に的酵はなる　繭　様合維びる纏　繭を法石
％の　暦　にがに婦も　　類蓮を鹸
　み　外　爾困附等の　　並す加曹
　な　に　々難縄螢で　　にる昧達
　ら　逸　相でふ厚あ　　油こす練
　窯　出　立あてきる　　焼とれを
　其　す　た竜來繭゜　　材がぱ可
　諺重警巨1】ゑ禽蕊　馨繋箆±
　も　と　云ちらにが　　虞る宜一i；
　小　 少　 ふ油で包原　　 理覆し等
　さ　な　鐸をあ有因　　法節v、材
　宝易s。繋h茎冠　差叢哲凝
　の　く　bん　居な　　酸一‘”’ど藥
　で　は　六と　るレ　　精　ん品
　な　繭　ケす　fe繭　　練　な練
　い　層　敷れ　め類　　法　下に
か　　内　いば　では　　　を　等醗

　5，にの本あ三　論材酵
中　れ　！な　ep近　　に　も味
に　 た　　 り，　ちく　　二　 適す
存　儘　　若　此の　　三　當る
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論練精縣絹
をり蜥よ法　い上を礪icの　興有
大滲罷くで故材に併殻た強繭多し三
部出中晩あに料悪用はえい類量て
分逸の油るか’を影し輔な遽はの居精
除失油し゜X事響てがい心此汚る練　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

去せ並同・余る闇あ其な様力の汗は申
ししに時の繭をるのいにの如と通蝸
てむ汚にs．L類かば精かな海き油常膿
置る汗精菌にけか練らるめ状との内けごを練のはてりを此゜，に態の洗に
ば　と　仕　の　如　強　悪　で　行　の　藷　婦　の　浸　濫　滲

仕が上目き力くなふ心し髄も出に入
一h必練的はなしくて配繭巾のすよし　　　　り　　　　　　　　　　　’
練要前をやるて色居は類のでるりた
は條遭逮エリ使澤るなは汚あのてる
極件當すごパふ張實VOか物るをは汚
　　　　　　　　　vめとのるれ1の度状從Nはか見洗汗　　　　　　　　　　　　　　　　てな時こにゼで等でてる放らる去此簡る期と適を淘をあ繭結出其Qせの
箪のにがし有に著る類果せの　 ら中
にで排出てす感し゜はをら練　 れに
濟あ除來居る服く而己生れ上　なは
む発すh徳細の犠しむす絹げ　吃　恥
と　る　　菌出牲てをる暦た　　鰐
と斯か・叉こを來に長得かはも　試中
Sく叉たれ用なす時すら薯の　 によ
なのは短をふいる聞比精しを　 かり
る如仕時以るここの較練く水　 L溶o

　く上闇て醗とと腐的困汚洗　る出
こ精前仕醗酵でに化長i難染し　 踊し
れ練適上酵法あな法時なせ除　をた
に中・欝のせをるるを間りら水　取汚
就途の藥し探゜°用3とれ機　拙物
きの時晶む用　 此ふ［な．且に　 し並
余適ま法れす　 のれ七さつ掛　 てに
の當ででぼる　如璽日る油く　指油
試のに行二カl　ts設胆N氣る・間を
み畔踊は日一　 は備のの多と　 に多
天に艘ん闇つ　折及腐でくき　歴量
先油内に位の　　角能化あ使は　　すle
づ貧よはで良　 よ中法る用興　 れ含　　　駒　　　　　　　　　　　　　　　　o
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集演講i學科綜慧

難どが灘ヵ髄　ののるに謂に成　　　　　　r”sいく良しり中一二法湯程就浮三一績　　　　　　　で纏いて1のの　 に漬度きき1　良　　o　　’　　　　　　　　as　　　　　　　　　
，

あ絡　除温汚膨一一よ法な注上四風し　　　　　　　　　　　　　 Aらしと液湯汁潤のつ押れ意つ時乾と
うてれ法中並作操た込ばすて闇材考o　　　　　　　　　　　　　　 ら

　居はをにに用作もむ最べ來八料へ
上る繭採i没油L．にのなもきるOをる
　　　　　　　　　　　　o　　　 Aのも類る入は此よはり宜一　 1若方　　　　　　　　ロ　　　除のにもし除のり押にしつ此九し法　　　　の液は限良再去操て込比いのの○非を
は掲らいUせ作癒漬し゜こ膨度常述
普確すが飽らと當の漬かと潤ににぶ　　サ　　　ら
通法凡鵬水れがのも込くは乳て汚れ　　　　　　　　　　　しのをて碑せて極度の量す材化浸れば　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

じ

除行のとし残めににはれ料が漬居
水は材云めるて膨比非ばは完すれ
機な料ふて所大潤し常膨容全るば　　　　　　　　　　　　　o　　じなけにご除は切す均に潤器で　 大

れれ向と液少なれ等少乳になか洗
鷹ばつはすなごば品な化緩いく機、
一開て品れいとこをくはかとすに　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　り回綿然位ば　でれ得な容に結れて
ににりを倫此本をるる易入果ば口
風非で害夏の法引上がでれは．セ洗　　　　　　　　　し　　　ら乾常あす完場に上に時而る必りす，
材にるる全合於げ好間かとすシる
料困゜虞でにけ充都にも云不ンを
とる併があPtる分合於均ふ可は可
しのしある回主にでて等こで充と
てみ支る゜除眼除あ大にとあ分す
三な那か又液で液るに行でる膨・る
　　　　　　　　o　 り　　　　　 e　　　　
1らのらたしあす　短はあ　潤前　　　　　五す狗成一たるる　縮れる此しの貫亮尾るある゜°　さゐ゜の油仕
をつとべ操もこ　　 れ゜i若月彰は上
取精云く作のれ　　るこし潤乳練扱練rS、避後をに，　　°れ擁乳化の
ふも様け掲徴Ela　　3乙はi陣化し駿
こ出なた榔アて　　た普出作℃液
と來ひ方洗ル蛸　　 此通i來用所申、
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論練精綜絹
5あ石る　石　　なでの遙を○如　　が
頃る鹸の曹鹸三らあ油せ行度き幾出
b°ので蓮に　ぬるはらふ位場分來
毫もアあ籍て除と゜油れ洗に倉のる
3しルる晶可液云併焼る又保こセかβ曹ヵ゜這でしふし品゜はちれリ亀
　蓬リ結二あた不此の又以先はシ別
EP灰1晶1る材便法油た上づ難ンにちをと曹四゜料をにとりの二中を大
四用相遽％　を伴よ異パ膨1の残な　　　　　　し掴ゐ倹は石　別なれつ1潤三難しる
溺んて如鹸　にふばてぜ除時とて費
をとブ何は　新゜絹浸利液闇も置用
用欲ルな五　 し　昧ン用操庭謂いは
ふすヵる1　く　がジの作理ふ額か
るれリ場一　仕　幾ン醗を」べ油玉
のe：i1合○　込　分で酵こ1除きだら
で相度で％　 み　損よ法三液もけな
あ當彊も位　た　ぜくに回しのをい　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　o
るにく五を　る　ら除よ繰牛で除
゜減な％用　 精　 れかb，返日あか
但量り以ぴ　練，るれ先し乃るん
しせフ上輕1　液　 かるつて至カミと
藥ねイはく　に　5か油行一こす
剤ばブ用煮　て　仕軌脂破Nれる
がなロゐ沸仕．Er．べを携醗にの
粗らイな」上練ン分砕酵些艮製発ンい適　げ　のジ解粗eご例
品　を方當　る　とンし洗しのへ
で其損がに　此　き浸てしめ膨ば
あの傷よ精　 の　に出行仕温潤七
れ割すい練　　練　　其法ふ上’湯作分
ぱ合る゜程　液　のをて練で業練
其は訟か度　は　恢憲もを洗の品
の分そくを　癒　復用可行濃揚を
精子れ多鑑　常　にすいふし合得粗量あ量定　　の　注る　゜法輕にん
の比る用し　通　意も叉でく温と
度蜜かふて　り　せ可た目仕度すp
をNoられ上　 曹　 ねな繭的上をる
知ρでぼげ　蓬　ばり類が練六が
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集演講墨科絡獄

　　　め重余と料く巨口量　 ラるに蓮つ
一油Bみ地なは仕ち以荷ン　゜悪等て
　焼　 にがり團上精上序法ソ影が使　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
其材油限あ結塊る練且ににル響あ用
の料焼つり局とか槽つ仕よぺあるの
色の材たは斑ならは淺上り1るか割
相特料事せ練る適深槽練た式鱗ら合
は徴のでぬと其當くをにるでアそを
費は精はかなので狡用就も作ルれ算
褐既練なとつ結あいゐてのっミ等幽
乃に法い思て果るとセー叉たナをせ至前　 ゜ふ不内゜云薄言はも等用ね
曙に　　 ゜可部もふ贋す天ののふぱ
褐蓮　　此でのしもとる然な不るな
等べ　　 のあ方前のなに曹れ純とら
でた　　 曹るは者よし仕蓮ば物きぬ時如　　　逮　゜絡のり画上よ翼がは　L）
とく　　に此り様も塊練りの澤夫其
し　　　關のまな淺をはの製山々他
て　　　す意で型く形成も法含適曹
褐　　　 る味i新で廣成るのか有當達
噌　　　・こにしあいせべはらせにに
を　　　と．於きるとしく特考ら考に
呈　　　　　並て液と云め液にへれ慮七
す　　　に現に層ふぬを吟ててせ水
る　　　練今燭が型様多昧先居ね炭
も　　　 槽多る厚のにくせつるば酸
の　　　　にくsい方滋三しね安かな曹
で　　　關行こかが意てば心らら達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 コ

あ　　　すはとら均し風なし特ぬ一・・一
る　　　るれ少撹等て乾るてに゜水
゜　　　こてな拝練取材ま使良曹炭
　　　　と居く、にに扱料いふ晶逡酸
　　　　にる反際もふのαてを類曹
　　　　勿精之しなこ少　よ用の逮
　　　　論練タド動るとく　かふ粗ぜ
　　　　繭糟部・もしをと　 らる製ス
　　　　類ははす時要も　 う必品キ
　　　　精葭練れ間す四　 ゜要に炭
　　　　練良過ばもる○　ルがは酸　　　　にの曜材速゜倍　　プあ編曹
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論練精懸絹

　らカ、油をこなi論ち等を第畿縣らさ容と現い製有Mi　rで三含二
・・ ¥質尤へ易で今　゜綿色かあ　　有
法はのも取にあ實倫材物るる縣しメ
　田改のれとる際進料を材゜質てラ
無來良こ，Xる゜工んと除料　 が居＝
蓋なにとばと之揚でしくを　墾るン槽い就でぜXれによてe如　　質　゜標
式がてありふが於り不と何　し　曙
還除岐るシとや竃よ適油に脆色元油現゜ンとS油き當及塵　化　 物

精脆今　着ヵ1難焼状のび理　 し　箪
練色少色絹問材態欣其す居油法にし　物紡な料と態のぺ　る　脂
　就手等界るのなに分き゜及　ては　はの上虚すし解か　　　び
　は下　自焦に理とて物と　　　其
　次し　ら眉此に云はを蓉　　　の
　のて除のの就ふな去ふ酸　方居　去急種質のらる問　　　化
　法るぜ務の其でぬこ題物　でカ…　らの材のなと嗣に　　　 脂

　概未れ一料眼け云並就肪　ねだ多つが目れふにて酸　目確くだ中どば條縣は並　的信　はとkさ良件質・矢　　　に
　をの　具云多れ法のを張　　　酸
　達域　合ふいてと下改り　　　化
　しに　 よてた居はに良三　　　 脂

　得達く居める去於すっ肪　らし　精る某のはてるの　　　 酸

　るて　　練　゜エはれN・こmu　　　　其
　S居　せ全場所なあとに　　　の　o　　　　　　　　　　　＿　　な　‘らく長謂いるの蹄　　　 他

　　い　る共の油゜こ三す　　　油
　　のP　sの如を　　とつる　　 、　　脂

　　でも通き去はでと　 の

　　遣　のりはる　云あ思　　　分
　　憾　 でで此と　ふるふ　　　 解

　　な，　あ所の云　迄゜°　　　物
　　が　 る謂油ふ　 も勿啓P　　　等
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　　　　　　　　　　　集演講藁科i孫猛
　意らるとア適ん法に巳貯其りい’探　をでと云ン當t・3を求簿゜「gの父の求油
　以あ同ふモと充行爾・巴『9施ブヒでし焼
　てゑ時こ・す分ふ子叉9Jl酸あ・・1は

　e＃1來の此酸嚢tw豫ゐ硫て何よ此のの
　容支適の化之：果めて酸すとりの策通
　易那否揚脂れを材も臨れ云環法をり．
　に材が合肪に墾料差　ばふ着を講多．良料成に質加ぐを支聲可にi色以すく
」或は品限をふる適な駿なそしてれ油
品甚のら可るこ當Vb　8るれたすぱの

　をだ品交溶にとに　゜等のはもれR憂
碍し位凡た極は膨邸がで極のばV・質

　るくをてら少期潤ち絹あめは酸のに
ご汚左のし量せせ以質るで漂化で原
と磯右絹むのらし上を゜簡白のあ因
がです紡るアれめ三損此軍せたるす
出精る材特ンなて剤傷のでらめ゜る
弩替象難婆重給を轟玄婆勇染擦蓋語
支難な練有ア膨と用こ捌て之去はで
那いらの，すを潤云しとと石れさ前あ
姦碁薯轟ゑ欝鑑含遜宴を整憲錘甕ゑ
がでしでらしはとくくはびねく述艇
適あくあでて前が煮し…ズ曹除なぺ典
當る製るあ行回肝沸て距達去つたの
島滲甥ゑを笙舞k響酸儀蕊な硬欝
理塵留此此一練あ練で鰹用易の遽に

・暴謬芝窩鶏舜農篇雪智玄諺讐籍1
れ關影虜き都液しで又gににれ練てe，；し響理前合をeあた豊遽な易法生
内てをは庭で以のる曹箒元るいをす
碧響聖糞響愛手講扉碧魯饗』嶺貧義
のなるでな蓋るなし代含§こ，　lcば質
は注かあすしをく本り甲？でな良を
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　論練鵜締絹
る色しに　主に形の　　のしにび實
程をめ於故に由で璽石序如た洗察に
度呈後けにごる残i願鹸セこきもひ・氣容
にす上る精れもてでを石がの虫中易
止るよ石練がの居あ以鹸淺鷹らvaで
まもり鹸用だでてるてに留室る於先

’るの一の石めあ覧と．絹關す氣ぺてつ
もは％鑑鹸とる脂後をする中き原一。
のど硫定と考叉肪日精るとにで色墨
はれ酸はしへ）’t酸掲練こき長あに手
褐をを絹てiら褐が攣しとはくる復の
墾糟濡業不れ攣不すたで再放かし問
の練ぎ試飽るの飽る後あび置ら・易題
虞用て験和゜結和お洗る褐す復V・で
少に其所の　果のぞ濫カミ色る色もあ
な用の技度　懸もれ不一と庵ののら
きふま師の　ののが充言な復虞で兎
もれN三高　張なあ分をる色はあ
のば乾平い　”K，力れるで費乙しなる：普
で成燥丈油　がばた些しれたNt3カ1通
あ品、す氏を’　減同と少たは例　此の
るをるに用　小糠へのい當は余の漂
と褐之豫ゐ　すで硬石゜然記等糟白
云攣れれた・　るあ水鹸　の憶の練に
ふせをばも　のるをが　こに實の於
゜し翌試の　　も蓋用礎　　とな験揚て

　む日料は　事しゐる’でいに合上　，
　る槍石適　實此た揚　 自併豫はの
　虞す鹸當　でのが合　らしる避如
　あるので　 あ褐たに　別精に元き
　るに濃な　る攣め好　の練本せ還
　も褐きい　油はVc．し　間洗法ら元
　の攣液と　焼不石石　題瀞をれ剛
　でしを云　品飽友鹸　でが用たを　福乏作へ　　の和叉が　　あ不ゐも用
　塗れりる　強脂は不　 る充でのゐ　しを編゜　’力肪苦飽　　゜分綺力1た
　難洗に此　小酸土和　　で麗其成
　くふ吸の　なの石脂　　脂にの品
　汚に牧意　る酸鹸肪　　肪精場嫉
　れ錆せ味　は化の酸　　酸練合霧　　　　　　　●
　　　　　　　－147一



集演講學科綜置

合ンペなス　　嫌澤度て乾八又
にできい遽此によに仕原分は本　第
セ趨酸のりの思費も上魁目そ法　ニ
リ理イヒでか油ふもよぐを以れも　法
シす脂あら焼゜のるる投上以其
ンる肪る其麗　をがの入位上の　力II
がと並かの理　得余でしとの趣　厘
罪セにら機に　ら等あ携な石旨式
常り酸批械關　れのる聾し鹸に　遽
にシ化評をし　る實゜してと於　元
取ン脂ケ費て　　゜駿此直藪ごて　精
　　　　　　　　　　　　　の扱の肪間込は　 本にのに分％第　練
ひ膠酸敷み近　 法慷法密聞内一　法
難質類事に來　 にれに閉煮外法　〉
い組はは來べ　 よ嬬よし沸のと　§
欣織全去てン　る繍れ五と結憂　爵
態カミくへ居ジ　　も○疾1液晶る　8
に特となるン　の封短一申曹こ　団
攣にれいと浸　 は度時Oの達と　§
つ凝まの聞出　材墜間封溶をは　婁
て結いでき法　料なで度存溶な
るしかあ及を　のれ目の酸存い
とてらるん慮　 開ば的恒素す゜
云所ど瑛で用　 綿強を座をる莫
ふ謂うぺ居し　帥度達に鵬液の
不9かンる質　ちのすて逐と方便品とジ゜油　膨油るPt」共法
も毘思ン此焼　 ら焼こ理加には
生巴ふ浸のを　み品とし黙加材
すllPて出機塵　良でが次を墜料る器居で械理　 く職出に止罐を
併とるはにす　歩三來之め中豫しなO油就る　 留○るれ還にめ又りPt；燐て法　　り分゜を元入フX
た後ののはが　 に間材取剤れ煮
…A ﾅ上主殆あ　好で料出一液し
面仕絹因どつ　 果本及し％、を之
に上tr一と知て　 を練び温内加れ
於練べ　も　る　フ　　與近練水外座を
てのン云所ラ　ふきの洗謝罐五
ぺ揚ジふがン　る色程し風．4　「
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論練精“庸綜層’絹

　酸るロ果に方　　 敷除’ @ンさ幾ン
本に゜イをよ法此Cを油併虎と分ジ
法は無ン輿れなの　享上し理をはン
を劣機をふばの方酸く何油以輿硬薩
行る酸粗る色で法法るか焼外岱勤理ふ゜で硬様澤あを　と必材蛎品たは
材はとでよる特とす料に位リフ料盤すあく゜にを秘虞良を得イ
は　酸るる特此酸　縄策理法向るブ
fi　が性　゜にの法　　ばがにな上も・
述　 硫質使精方と　幸あ關きせのイ
の　酸が用乾法は　甚つ羽tcしでン
通　 であす綿は唱　 でてべ非むあを
り　あつるが型へ　 あ良ンするる硬
一E　るて酸フ斗た　る祭ジでこ放勤
　　　　　　　　　o等　が不はツ綜が　　をンあとに碧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バリ

の　硫可臨ク生實　　 示浸らは之南
婁　酸で酸リ皮は　　す出う出をと
斗　はあがと苧酸　　の法と來鷹な
綜　フる多な等を　　での思る用す
生　イ併くりの以　　あ嘔ふですか皮　ブしの郎油て　　 ら道゜あれら　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

苧　 ロ就瓢ちi氣前　　 発せ　 ら峨此
等　イ中に開少塵　　，　ら　う腰の
が　ン穆於線な理　　併れ　併な塵
適　 を酸てがきを　　 して　 しく理
　　　　　　ロ當　多が優宜上施　　不居　軍脆を
で少最るし等し．敏るに弱施　　　　　　　り　　　　　　　　　　 ．

油粗も様い材ア　に所こなし　　　－“　　　　 o

氣　硬副で　料ル　　 しか　 れるた
多　た作あ從にカ　　てら　だ下も
き　 ら用るて慮り　　未見　 け等の
下し少゜製用1　だれの材を　　　　　　　　　　　　　　　ロ等　むな有綿す石　　知ば　目料石
材るく機歩る鹸　る此的に鹸料　傾て酸留に等　　 この　な幾で
は　 き適類り適で　　 と法　 れ分仕
適　あ當はにし仕　　をに　ばの上　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

欝　りしフ好こ上　　得は　べ腰て
と　ててイきのげ　　 な所　 ンとも
は’鞭居プ結法る　　い謂　 ジ強伺
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しア液乍　る及Vb・解少云て洵ル本を次ら材今はびを使膠なへ
はに力法加に加料瞳及温可用せきな
球不リにへ別熱の酸ば度とすしもい
太充1擦常に吃五にざもするむのこ
郎分石り法調極○よる同る酸るにれ
君な鹸たに製く倍るに様あののあ油
続が法る從し脛量方如でま濃でり氣
第らよ威てたくに法か極り度あて多
三之1り品仕る煮相をすく濃とるはき
回れ複は上表沸當述で輕厚塵゜酸も
卒を雑種ぐ酸せすぶあくに理　 即の
業以と々る曹しるれる煮央の　ちに16てなのの達めユば　゜沸す温　　水あ，
　　　　　　し　　　

t

勢終る鮎での一250　　しる慶　素り
をり鋏であ温UT．規　　Pt時及　イて
煩と黙良る浴分定　　 五はび　 オは
　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．は致はい　 中間幽　　分成時　 ン油
しし冤成　 に庭酸　　間晶聞　は氣
たまか績　投理溶　　内はは　第の　　　　　　　　　　　　じるすれを　入し液　　外黄特　一たこ゜ ﾈ示　 し之を　　庭褐に　項め
と絡いす　 掩れ温．　　理色注　 にに
勘に゜が　絆をめ　　すと意　述酸　　　し　　　　　　　　　　　　　　　t

か本　精　 し引微　　るなす　べの
ら講　練　淺上温　　をりべ　た作
す演　操　 留げに　　可且き　様用じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

蝕の作す粗於　とっもにがに根　が　る洗て　　す絹の　容妨
感幹　二　酸し材　　る味で　易げ
謝と　段　 を腕料　　のを濃　にら
致な　 操　 中水を　　 で損鹿　 セる

しつ作和す投　あすはリXまた　に　せる入　　るる1　シかす諸　 な　 し゜し　　 ゜° P酊　 ンら
゜多　る　め　部　　何父規　をで
　　　　　し　の　か　適　か　　れた定　膨あ　實　　　　　ら　　　　　量　　　　　に　　　　　　　　も　虞　　を　　　　潤　　る

　験　　感　　の　　擁　　　過理超　　せ　゜
　に　 常　 石　 判こ　　 き「時え　 し油
　閥　 の　 鹸　 し　　た聞な　 めi氣
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